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一
、
は
じ
め
に

﹃
笑
門
﹄は
、寛
政
九
年︵
一
七
九
七
︶、濱
釣
散
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
全
三
十
八
話
か
ら
な
る
漢
文
笑
話
集
で
あ
る
。
筆
者
は
、﹁﹃
笑
門
﹄を
読
む︵
一
︶﹂﹃
富

山
大
学
人
文
学
部
紀
要
﹄
第
七
六
号
︶
に
お
い
て
、
作
者
・
濱
釣
散
人
に
つ
い
て
﹁
朱
子
学
を
学
ん
だ
文
人
﹂
と
推
定
し
た
の
ち
、
前
半
部
分
、
す
な
わ
ち
序

及
び
第
一
話
か
ら
第
二
十
一
話
ま
で
の
訳
読
と
解
説
を
行
っ
た
。
小
稿
は
、後
半
の
第
二
十
二
話
か
ら
第
三
十
八
話
に
つ
い
て
訳
読
と
解
説
を
行
っ
た
う
え
で
、

﹃
笑
門
﹄
の
特
徴
及
び
文
化
史
的
背
景
を
論
じ
る
。

二
、
本
文

㉒
癡
子

︻
原
文
︼
有
癡
子
。
其
父
歎
云
、
汝
不
辨
生
活
之
道
。
吾
没
殆
其
飢
哉
。
癡
子
對
曰
、
大
人
勿
憂
。
吾
素
能
健
啖
。

︻
書
き
下
し
文
︼
癡
子
有
り
。
其
の
父
、
歎
じ
て
云
ふ
、
汝
、
生
活
の
道
を
辨
ぜ
ず
。
吾わ
れ

没
せ
ば
殆
ん
ど
其
れ
飢
ゑ
ん
、
と
。
癡
子
對こ
た

へ
て
曰
く
、
大
人
憂
ふ

る
こ
と
な
か
れ
。
吾
、
素も
と

能
く
健
啖
す
、
と 

。
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二

︻
現
代
語
訳
︼
愚
鈍
な
息
子
が
い
た
。
父
は
嘆
い
て
﹁
お
前
は
、
生
き
る
術
を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
。
俺
が
死
ね
ば
き
っ
と
飢
え
る
だ
ろ
う
﹂
と
言
う
と
、
愚

鈍
な
息
子
は
答
え
た
。﹁
お
父
さ
ん
、
心
配
し
な
い
で
。
僕
は
も
と
も
と
何
で
も
よ
く
食
う
か
ら
﹂

︻
解
説
︼
息
子
に
生
計
の
術
が
﹁
な
い
﹂
こ
と
を
案
ず
る
父
と
、食
欲
が
﹁
あ
る
﹂
か
ら
心
配
す
る
な
と
答
え
る
息
子
。
理
解
の
行
き
違
い
が
生
む
笑
い
で
あ
る
。

次
の
小
咄
も
、
生
計
の
方
法
︵
何
で
飯
を
食
う
か
︶
を
尋
ね
た
こ
と
に
、
食
事
の
方
法
︵
焼
き
味
噌
︶
で
答
え
る
愚
か
話
で
あ
る
。

○
た
ら
ぬ
と
お
も
へ
ど
男
の
子
じ
や
と
、
ふ
た
お
や
の
た
の
し
ミ
。
十
四
五
に
な
り
て
、
お
や
の
目
に
も
あ
ま
り
、
コ
リ
ヤ
長
松
よ
。
て
ま
へ
ハ
も
ふ
い
く
つ

だ
と
お
も
ふ
。
来
年
ハ
げ
ん
ぶ
く
も
せ
ね
バ
な
ら
ぬ
ぞ
よ
。
い
つ
も
〳
〵
お
な
じ
の
ら
で
ハ
す
ま
ぬ
。
手
な
ら
ひ
ハ
き
ら
い
、
そ
ろ
ば
ん
ハ
お
ぼ
へ
ず
。
マ
ア

何
で
め
し
を
く
わ
ふ
と
思
ふ
。
む
す
こ
や
き
み
そ
で
。︵﹃
聞
童
子
﹄﹁
長
松
﹂　

安
永
四
年
一
︶

㉓
新
室

︻
原
文
︼
一
夫
新
造
室
移
居
焉
。
友
人
來
賀
。
一
友
人
熟
視
室
中
云
、
美
則
美
矣
。
恨
門
戸
狭
小
棺
槨
之
不
出
。
主
人
大
怒
云
、
吾
室
始
成
、
故
諸
友
皆
賀
之
。

子
何
獨
言
棺
槨
之
不
出
乎
。
友
人
謝
云
、
前
言
過
而
已
。
棺
槨
可
能
出
。

︻
書
き
下
し
文
︼
一
夫
、
新
た
に
室
を
造
り
て
移
居
す
。
友
人
來
た
り
て
賀
す
。
一
友
人
、
室
中
を
熟
視
し
て
云
ふ
、
美
は
則
ち
美
な
り
。
恨
む
ら
く
は
門
戸

狭
小
に
し
て
棺
槨
の
出
で
ざ
る
こ
と
を
、
と
。
主
人
、
大
い
に
怒
り
て
云
ふ
、
吾
室
始
め
て
成
る
、
故
に
諸
友
皆み
な

之
を
賀
す
。
子
、
何
ぞ
獨ひ
と

り
棺
槨
の
出
で
ざ

る
を
言
ふ
や
、
と
。
友
人
謝
り
て
云
ふ
、
前
言
は
過あ
や
まつ
の
み
。
棺
槨
は
能
く
出い

づ
べ
し
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼あ
る
男
が
新
築
し
て
居
を
移
し
た
。
友
人
た
ち
が
お
祝
い
に
来
た
。
一
人
の
友
人
が
部
屋
中
を
見
回
し
て
、﹁
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
が
、

入
り
口
が
少
々
狭
く
て
棺
を
出
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
な
﹂
と
言
っ
た
。
主
人
は
怒
っ
て
、﹁
家
が
出
来
上
が
っ
て
友
人
た
ち
が
皆
祝
っ
て
く
れ
て
い
る
の
に
、

お
ま
え
だ
け
ど
う
し
て
棺
を
出
せ
な
い
な
ど
と
い
う
の
か
﹂
と
言
う
と
、
そ
の
友
人
は
謝
っ
て
言
っ
た
。﹁
さ
っ
き
の
言
葉
は
間
違
い
だ
。
棺
は
出
せ
る
よ
﹂

︻
解
説
︼
寿
ぐ
べ
き
新
築
の
祝
い
の
日
に
、
忌
む
べ
き
棺
桶
の
こ
と
を
話
題
に
し
た
後
で
そ
の
失
態
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
取
り
繕
う
と
す
る
が
結
局
ま
た
忌
む

一　

武
藤
禎
夫
編
﹃
噺
本
大
系
第
十
巻
﹄︵
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
︶
一
二
一
頁
。
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三

言
葉
を
口
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
愚
か
話
で
あ
る
。
次
の
小
咄
の
漢
文
訳
か
と
思
わ
れ
る
が
、
小
咄
に
あ
る
﹁
以
の
外
立
腹
し
、
何
共
不
吉
千
万
と
、
膝
立
な

を
せ
バ
﹂
と
い
う
亭
主
が
色
を
作
す
表
現
に
つ
い
て
は
十
分
に
漢
訳
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
い
。

○
新
宅
の
祝
義
、
扨
よ
い
お
住
居
と
誉
る
所
へ
、
そ
こ
つ
者
、
あ
つ
た
ら
事
に
、
間
口
が
せ
ば
く
て
、
葬
の
時
、
棺
が
出
ま
い
と
い
へ
バ
、
亭
主
、
以
の
外
立

腹
し
、
何
共
不
吉
千
万
と
、
膝
立
な
を
せ
バ
、
ア
ヽ
こ
れ
〳
〵
、
随
分
出
る
〳
〵
。︵﹃
一
の
富
﹄﹁
移
従
﹂　

安
永
五
年
二
︶

こ
の
他
、﹃
軽
口
太
平
楽
﹄﹁
粗
相
な
男
﹂三
、﹃
軽
口
豊
年
遊
﹄﹁
そ
ゝ
う
な
男
﹂四
、﹃
軽
口
筆
彦
咄
﹄﹁
新
宅
悦
﹂五
、﹃
笑
の
友
﹄﹁
言
直
し
﹂、六
三
村
其
原﹃
花
間
笑
語
﹄七

な
ど
の
類
話
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
類
話
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
湯
城
吉
信
氏
の
論
稿
﹁﹁
花
間
笑
語
﹂
と
江
戸
小
咄
と
の
関
係
に
つ
い
て
﹂ 

八
に
お
い

て
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

㉔
法
問

︻
原
文
︼
俗
客
與
禪
師
法
問
屢
見
屈
。
乃
攘
袂
大
聲
曰
、
頭
陀
何
屈
余
。
師
大
屈
。

︻
書
き
下
し
文
︼
俗
客
、
禪
師
に
法
問
し
て
屢し
ば

し
ば
屈
せ
ら
る
。
乃
ち
袂
を
攘は
ら

ひ
大
聲
し
て
曰
く
、
頭
陀
、
何
ぞ
余
を
屈
す
る
、
と
。
師
大
い
に
屈
す
。

︻
現
代
語
訳
︼俗
客
が
禅
師
と
法
問
し
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
言
い
負
か
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
袂
を
払
っ
て
大
声
で﹁
坊
さ
ん
、ど
う
し
て
俺
を
負
か
す
の
か
﹂と
言
っ

た
の
で
、
禅
師
が
答
え
に
窮
し
て
し
ま
っ
た
。

︻
解
説
︼
素
朴
な
疑
問
に
よ
る
切
り
返
し
に
よ
っ
て
相
手
を
言
い
負
か
す
禅
問
答
は
、
江
戸
期
の
一
休
咄
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
本
話
も
そ
の
よ
う
な
一
話

二　
﹃
噺
本
大
系
第
十
巻
﹄
二
二
一
頁
。

三　
﹃
江
戸
小
咄
辞
典
﹄︵
武
藤
禎
夫
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
五
︶
七
八
頁
。

四　
﹃
噺
本
大
系
第
八
巻
﹄
二
二
九
頁
。

五　
﹃
噺
本
大
系
第
十
二
巻
﹄
二
九
九
頁
。

六　
﹃
噺
本
大
系
第
十
四
巻
﹄
八
、九
頁
。

七　
﹃
花
間
笑
語
﹄
第
六
話
︵﹃
国
文
学
未
翻
刻
資
料
集
﹄
桜
楓
社
、
昭
和
五
六
年
、
四
六
一
頁
︶。

八　
﹃
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
﹄︵
二
〇
〇
三
、
第
三
十
七
巻
︶
五
二
頁
。

－ 306 －



富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

四

と
言
え
る
。

㉕
書
籍

︻
原
文
︼
夏
日
書
生
出
于
市
、
見
一
店
有
萬
巻
書
、
過
而
見
之
。
又
問
其
所
欲
之
書
、
主
翁
便
循
其
所
請
之
標
題
、
悉
出
視
之
。
及
其
價
之
、
主
翁
云
、
吾
家

固
非
書
肆
、
今
日
適
晒
蔵
書
耳
。

︻
書
き
下
し
文
︼
夏
日
、
書
生
市い
ち

に
出
で
、
一
店
の
萬
巻
の
書
有
る
を
見
て
、
過よ
ぎ

り
て
之
を
見
る
。
又
、
其
の
欲
す
る
所
の
書
を
問
へ
ば
、
主
翁
便す
な
はち
其
の
請

ふ
所
の
標
題
に
循し
た
がひ
て
、
悉
く
出
だ
し
之
を
視
せ
し
む
。
其
の
之
に
價
す
る
に
及
び
て
、
主
翁
云
ふ
、
吾
家
は
固も
と

よ
り
書
肆
に
非
ず
、
今
日
適た
ま

た
ま
蔵
書
を
晒

す
の
み
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
夏
の
あ
る
日
、
書
生
が
市
に
出
で
、
た
く
さ
ん
の
書
物
が
置
か
れ
た
店
を
目
に
し
、
近
寄
っ
て
見
た
。︵
書
生
︶
が
欲
し
い
本
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、古
本
屋
の
主
は
そ
の
書
名
に
従
っ
て
す
べ
て
持
っ
て
き
て
見
せ
て
く
れ
た
。︵
し
か
し
、そ
の
書
生
が
︶
本
に
値
を
つ
け
始
め
る
と
、古
本
屋
の
主
人
は
言
っ

た
。﹁
う
ち
は
本
屋
で
は
な
く
、
今
日
は
た
ま
た
ま
虫
干
し
し
て
い
た
だ
け
で
す
﹂

︻
解
説
︼
安
く
本
を
買
お
う
と
す
る
書
生
を
撃
退
す
る
た
め
に
用
い
た
方
便
が
落
ち
で
あ
ろ
う
。
類
話
は
未
見
。

㉖
厄
年

︻
原
文
︼
除
夜
或
到
友
人
許
謂
云
、
予
來
歳
二
十
五
、
経
云
大
忌
不
可
安
之
年
也
。
當
奈
之
何
。
友
人
為
策
云
宜
出
奔
。

︻
書
き
下
し
文
︼
除
夜
に
或
ひ
と
友
人
の
許も
と

に
到
り
て
謂
ひ
て
云
ふ
、
予
、
來
歳
二
十
五
、
経つ
ね

に
云
ふ
、
大
忌
は
安
ん
ず
べ
か
ら
ざ
る
の
年
な
り
。
當ま
さ

に
之
を

奈
何
せ
ん
、
と
。
友
人
為た
め

に
策
し
て
云
ふ
、
宜
し
く
出
奔
す
べ
し
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
除
夜
に
、
あ
る
人
が
友
人
の
も
と
に
行
っ
て
﹁
私
は
、
来
年
二
十
五
歳
。
厄
年
は
、
い
ろ
い
ろ
起
こ
っ
て
安
心
で
き
な
い
、
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、

ど
う
し
ま
し
ょ
う
﹂
と
言
っ
た
。
友
人
は
策
を
講
じ
て
一
言
。﹁
出
家
し
な
さ
い
﹂
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五

︻
解
説
︼
か
つ
て
、
明
年
の
厄
を
避
け
る
た
め
に
、
前
年
の
大
み
そ
か
に
﹁
め
で
た
い
こ
と
﹂
を
言
っ
て
厄
払
い
を
す
る
の
が
習
わ
し
だ
っ
た
九
。
厄
年
に
つ
い

て
は
、﹃
和
漢
三
才
圖
會
﹄
巻
五
暦
占
部
﹁
厄
歳
﹂
一
〇
に
、﹁
按
素
問
陰
陽
二
十
五
人
篇
云
、
件
歳
皆
人
之
大
忌
、
不
可
不
自
安
也
。
考
之
初
七
歳
以
後
皆
加
九

年
。 
今
俗
別
男
女
厄
男
。
二
十
五
、四
十
二
、六
十
一
⋮
﹂
と
見
え
、
二
十
五
歳
は
男
性
の
厄
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
話
は
、
厄
を
避
け
る
﹁
す
べ
﹂
を

友
人
に
尋
ね
た
こ
と
に
対
し
て
、
真
正
面
か
ら
﹁
出
家
せ
よ
﹂
と
勧
め
て
し
ま
い
、
本
来
言
う
べ
き
﹁
め
で
た
い
こ
と
﹂
は
言
わ
な
か
っ
た
一
話
。
理
解
の
違

い
に
よ
る
食
い
違
い
話
と
い
え
る
。
類
話
は
未
見
。

㉗
釣
魚

︻
原
文
︼
或
出
釣
得
魚
甚
多
。
癡
僕
異
問
云
、
主
公
獲
如
此
、
何
絶
無
釣
枯
魚
。

︻
書
き
下
し
文
︼
或
ひ
と
出
で
て
釣
し
、
魚
を
得
る
こ
と
甚
だ
多
し
。
癡
僕
、
異あ
や

し
み
問
ひ
て
云
ふ
、
主
公
の
獲
え
も
の
一
一
此
く
の
如
し
、
何
ぞ
絶
え
て
枯
魚
一
二
を
釣

る
こ
と
無
き
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
あ
る
男
、
釣
り
に
行
っ
て
た
く
さ
ん
の
魚
を
釣
っ
た
。
愚
か
な
下
僕
が
不
思
議
が
っ
て
次
の
よ
う
に
聞
い
た
。﹁
ご
主
人
の
釣
っ
た
物
は
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
干
物
が
一
匹
も
釣
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
﹂

︻
解
説
︼
魚
の
干
物
も
魚
の
中
。
そ
れ
な
ら
釣
り
に
行
け
ば
干
物
も
釣
れ
る
は
ず
と
い
う
愚
か
話
。﹁
癡
僕
﹂
が
発
し
た
問
い
に
設
定
し
て
笑
い
話
に
仕
立
て
て

い
る
。
類
話
は
未
見
。

九　
﹃
江
戸
小
咄
辞
典
﹄︵
武
藤
禎
夫
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
五
︶
四
一
一
頁
。

一
〇　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹃
和
漢
三
才
圖
會
﹄︵https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/898160/128

︶︵
二
〇
二
二
年
、
三
月
三
日
閲
覧
︶。

一
一　

右
訓
に
﹁
エ
モ
ノ
﹂
と
あ
る
。

一
二　

左
訓
に
﹁
ヒ
モ
ノ
﹂
と
あ
る
。

－ 304 －



富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

六

㉘
匏
瓜

︻
原
文
︼
年
少
出
途
、
望
見
旁
家
有
婦
人
自
牖
出
半
面
。
乃
斂
一
三
衿
過
之
。
既
顧
之
則
徒
繋
匏
瓜
也
。

︻
書
き
下
し
文
︼
年
少
途み
ち

に
出い

で
、
旁
家
に
婦
人
有
り
て
牖
よ
り
半
面
を
出
だ
す
を
望
見
す
。
乃
ち
衿
を
斂お
さ

め
て
之
を
過よ
ぎ

る
。
既
に
し
て
之
を
顧
み
れ
ば
則
ち

徒た

だ
匏
瓜
を
繋
ぐ
な
り
。

︻
現
代
語
訳
︼あ
る
年
若
い
男
、道
に
出
て
、臨
家
の
女
性
が
窓
か
ら
顔
を
半
分
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
を
遠
目
に
見
た
。そ
こ
で
衿
を
整
え
て
そ
こ
を
通
り
過
ぎ
た
。

し
か
し
振
り
返
る
と
、
ひ
ょ
う
た
ん
が
繋
が
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

︻
解
説
︼
類
話
に
﹃
聞
上
手
﹄︵
安
永
二
年
一
七
七
三
︶﹁
色
白
﹂
が
あ
り
、
そ
の
翻
案
と
思
わ
れ
る
も
の
に
漢
文
笑
話
集
﹃
笑
堂
福
聚
﹄﹁
色
白
﹂︵
享
和
甲
子

一
八
〇
三
︶
が
あ
る
。
両
話
に
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
や
白
磁
の
徳
利
を
遠
く
か
ら
眺
め
美
人
と
勘
違
い
し
、
そ
の
近
く
を
緊
張
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
若
者
の
姿

が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
若
者
は
、
両
話
と
も
﹁
色
男
﹂
一
四
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
話
は
た
だ
﹁
年
少
﹂
と
記
さ
れ
、﹁
色
男
﹂
の
も
つ
雰
囲
気
は
訳
出
さ

れ
て
い
な
い
。

○
御
屋
敷
の
ま
ど
下
を
通
ふ
る
に
、
何
か
美
し
い
や
つ
が
出
て
ゐ
る
。
さ
す
が
の
色
男
も
、
ち
と
り
き
ミ
が
付
て
、
わ
き
め
も
ふ
ら
ず
と
を
り
過
て
、
ふ
り
か

へ
り
、
ま
ど
を
み
れ
バ
、
ヱ
ヽ
ば
か
な
、
白
鳥
の
徳
利
だ
︵﹃
聞
上
手
﹄﹁
色
白
﹂︶一
五
︶

〇
何
晏
粉
白
不
レ
去
レ
手
以
自
喜
。
嘗
過
二
銅
雀
之
下
一
、
見
三
臺
上
有
二
白
而
艷
者
並
坐
一
。
晏
直
行
不
レ
顧
、
去
數
十
步
、
謂
二
從
者
一
曰
、
汝
等
見
二
臺
上
美
白
者
一

乎
。
從
者
曰
、
否
、
小
人
但
見
二
臺
上
酒
器
陳
列
一
耳
。
未
レ
見
レ
有
レ
人
、
况
美
婦
人
乎
。
晏
不
レ
信
、
反
觀
レ
之
嚮
白
而
艷
者
、
白
色
定
窑
也
。︵﹃
笑
堂
福
聚
﹄﹁
色

白
﹂ 

︶一
六

一
三　

原
文
は
﹁
歛
﹂
に
作
る
が
、
文
意
か
ら
﹁
斂
﹂
に
改
め
る
。

一
四　
﹃
笑
堂
福
聚
﹄に
お
い
て
は
、登
場
人
物
を﹁
何
晏
﹂に
設
定
し
て
い
る
。﹁
何
晏
﹂は
魏
の
政
治
家
で
、ハ
ン
サ
ム
で
ナ
ル
シ
ス
ト
で
あ
り
、い
わ
ば﹁
色
男
﹂の
代
表
で
も
あ
る
。

一
五　
﹃
噺
本
大
系
第
九
巻
﹄
五
九
頁
。

一
六　

磯
部
祐
子
﹁﹃
笑
堂
福
聚
﹄
を
読
む
︵
三
︶﹂︵﹃
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
第
七
十
三
号
﹄、
二
〇
二
〇
年
、
三
一
三
頁
︶。
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門
』
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読
む
（
二
）

七

㉙
禁
酒

︻
原
文
︼
嗜
酒
者
絶
不
復
飲
。
友
人
問
其
故
、
曰
狂
藥
害
於
事
、
予
向
矢
之
鬼
神
、
三
年
之
間
斷
之
。
友
人
云
性
之
所
嗜
未
可
俄
斷
之
。
請
延
三
年
為
六
年
、

而
唯
昼
飲
之
、
其
何
憚
之
有
。
諾
從
之
。
一
日
隣
家
會
飲
請
之
與
飲
。
告
之
故
以
辞
。
隣
人
云
、
子
將
六
年
唯
昼
飲
之
也
。
今
以
六
年
為
十
二
年
而
昼
夜
飲
之

其
何
憚
之
有
。

︻
書
き
下
し
文
︼
酒
を
嗜
む
者
、
絶
え
て
復
た
飲
ま
ず
。
友
人
、
其
の
故
を
問
ふ
。
曰
く
、
狂
藥
は
事
に
害
あ
り
、
予
、
向さ
き

に
之
を
鬼
神
に
矢ち
か

ひ
て
、
三
年
之
間
、

之
を
斷
て
り
、
と
。
友
人
云
ふ
、
性
の
嗜
む
と
こ
ろ
未
だ
俄
か
に
之
を
斷
ず
べ
か
ら
ず
。
請
ふ
、
三
年
を
延
ば
し
て
六
年
と
為
し
、
而
し
て
唯
だ
昼
の
み
之
を

飲
ま
ば
、
其
れ
何
の
憚
り
か
之こ
れ

有
ら
ん
、
と
。
諾
し
て
之
に
從
ふ
。
一
日
、
隣
家
會
飲
し
、
之
を
請
ひ
て
與あ
た

へ
て
一
七
飲
ま
し
む
。
之
に
故
を
告
げ
て
以
て
辞
す
。

隣
人
云
ふ
、子
將ま
さ

に
六
年
唯た

だ
昼
の
み
之
を
飲
ま
ん
と
す
。
今
、六
年
を
以
て
十
二
年
と
為
し
、而
し
て
昼
夜
之こ
れ

を
飲
め
ど
も
、其
れ
何
の
憚
り
か
之こ
れ

有
ら
ん
、と
。

︻
現
代
語
訳
︼
酒
好
き
の
者
が
断
酒
し
て
再
び
酒
を
飲
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
友
人
が
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
。
す
る
と
、﹁
酒
は
事
を
仕
損
じ
る
。
そ
こ
で
、
私

は
、
前
に
神
に
誓
っ
て
、
三
年
間
の
断
酒
を
決
め
た
﹂
と
い
う
の
で
、
友
人
は
﹁
好
き
な
も
の
を
急
に
断
つ
べ
き
で
は
な
い
。
三
年
を
六
年
に
延
ば
し
て
は
ど

う
か
。
そ
し
て
昼
だ
け
飲
め
ば
何
の
差
支
え
も
な
い
で
は
な
い
か
﹂
と
言
っ
た
。︵
酒
好
き
の
者
が
︶
納
得
し
て
そ
れ
に
従
っ
た
。
あ
る
日
、隣
近
所
で
集
ま
っ

て
飲
む
時
に
、
こ
の
人
を
招
い
て
飲
ま
せ
よ
う
と
す
る
が
、
理
由
を
告
げ
て
断
っ
た
。
隣
人
は
言
っ
た
。﹁
あ
な
た
は
六
年
間
、
昼
だ
け
飲
む
と
い
う
が
、
六

年
を
十
二
年
に
し
て
、
昼
夜
飲
ん
だ
な
ら
何
の
差
支
え
も
な
い
で
は
な
い
か
﹂

︻
解
説
︼
何
と
か
し
て
酒
を
飲
み
た
い
と
い
う
酒
好
き
ゆ
え
の
方
便
話
。
本
話
は
、
断
酒
を
決
め
た
酒
好
き
が
、
友
人
や
隣
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
昼
夜
三
年

の
断
酒
か
ら
夜
ば
か
り
六
年
の
断
酒
へ
、
そ
し
て
最
後
に
は
昼
夜
十
二
年
飲
む
こ
と
に
す
る
、
と
い
う
も
の
。
断
酒
を
意
図
し
て
更
な
る
飲
酒
に
至
る
屁
理
屈

話
で
あ
る
。
本
話
の
類
話
は
多
い
が
、
ど
の
小
咄
に
基
づ
い
た
か
判
然
と
し
な
い
。
本
話
は
、
断
酒
を
す
る
理
由
を
﹁
狂
藥
は
事
に
害
﹂
が
あ
る
た
め
と
い
う
。

こ
の
点
、
先
行
す
る
小
咄
は
、
酒
の
肴
談
義
を
し
た
い
が
﹁
願
掛
け
﹂
の
た
め
に
︵﹃
軽
口
瓢
金
苗
﹄﹁
調
法
な
禁
酒
﹂
延
享
四
年
一
八
︶、
酒
の
肴
に
格
好
の
蛸

一
七　

原
文
に
は
﹁
與
﹂
の
右
下
に
﹁
り
﹂
と
あ
る
が
、﹁
與
へ
て
﹂
と
解
す
る
。

一
八　
﹃
噺
本
大
系
第
八
巻
﹄
一
一
五
頁
。
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八

が
あ
る
の
で
飲
み
た
い
が
﹁
願
掛
け
﹂
の
た
め
に
︵﹃
軽
口
笑
布
袋
﹄﹁
禁
酒
﹂
延
享
四
年
一
九
︶、
寒
さ
に
一
杯
か
わ
し
た
い
が
﹁
願
掛
け
﹂
ゆ
え
に
︵﹃
軽
口

五
色
袋
﹄﹁
き
ん
酒
﹂
安
永
三
年
二
〇
︶
な
ど
と
、
い
ず
れ
も
﹁
願
掛
け
﹂
の
た
め
の
断
酒
で
あ
る
。
断
酒
の
年
数
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
三
年
、
六
年
、
十
二

年
が
多
い
も
の
の
、
一
年
、
二
年
、
三
年
︵﹃
聞
童
子
﹄﹁
禁
酒
﹂
安
永
四
年
二
一
︶、
五
年
、
十
年
、
二
十
年
︵﹃
太
郎
花
﹄﹁
禁
酒
﹂
寛
政
三
年
二
二
︶
も
あ
る
。

ま
た
、
百
日
単
位
も
あ
る
。
よ
っ
て
本
話
が
依
拠
し
た
小
咄
に
つ
い
て
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
漢
文
に
よ
る
次
の
類
話
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。

〇
一
夕
三
人
対
酒
、
唯
甲
不
挙
杯
。
問
其
故
。
甲
曰
、
断
酒
百
日
、
既
誓
于
神
矣
。
乙
曰
、
蓋
誓
以
二
百
日
、
不
飲
於
昼
、
而
飲
於
夜
也
。
丙
曰
、
未
若
更
延

四
百
日
、
而
昼
夜
飲
也
。︵﹃
花
間
笑
語
﹄二
三
︶

㉚
誣
盗
︵
盗
を
誣し

ふ
︶

︻
原
文
︼
盗
入
于
貧
家
探
宅
中
、
無
一
物
之
可
取
。
周
旋
之
間
、
主
人
覺
大
呼
。
應
聲
比
隣
來
集
。
主
人
曰
、
強
盗
穿
牆
而
來
捲
衣
篭
器
皿
去
不
復
留
青
氊
。

時
偸
児
猶
竄
在
戸
間
、
不
忍
聞
之
躍
出
曰
、
吾
雖
入
此
宅
、
未
掠
一
物
、
汝
何
欺
人
。
主
人
黙
謝
云
、
公
幸
宥
恕
、
吾
適
生
心
耳
。

︻
書
き
下
し
文
︼
盗
、
貧
家
に
入
り
宅
中
を
探
る
に
、
一
物
の
取
る
可
き
無
し
。
周
旋
の
間
、
主
人
、
覺
め
て
大
い
に
呼
ぶ
。
聲
に
應
じ
て
比
隣
來
た
り
集
ま
る
。

主
人
曰
く
、
強
盗
、
牆
を
穿
ち
來
り
て
、
衣
篭
器
皿
を
捲
き
て
去
り
、
復
た
青
氊
二
四
を
留
め
ず 

。
時
に
偸
児
猶な

ほ
戸
間
に
竄
在
し
て
、
之
を
聞
く
に
忍
ば
ず

し
て
躍
り
出
て
曰
く
、
吾
れ
此
の
宅
に
入
る
と
雖
も
、
未
だ
一
物
も
掠
め
ず
。
汝
は
何
ぞ
人
を
欺
く
、
と
。
主
人
黙
謝
し
て
云
ふ
、
公
幸
ひ
に
宥
恕
せ
よ
、
吾

一
九　
﹃
噺
本
大
系
第
八
巻
﹄
一
四
五
頁
。

二
〇　
﹃
噺
本
大
系
第
十
巻
﹄
二
三
頁
。

二
一　
﹃
噺
本
大
系
第
十
巻
﹄
一
二
四
頁
。

二
二　
﹃
噺
本
大
系
第
十
三
巻
﹄
三
三
九
頁
。

二
三　
﹃
国
文
学
未
翻
刻
資
料
集
﹄
四
七
一
頁
。
前
掲
注
七
参
照
。

二
四　

青
色
の
毛
氈
。﹃
晋
書
﹄
卷
八
十
﹁
王
羲
之
列
伝
﹂
に
、
王
羲
之
の
子
・
王
献
之
が
、
夜
寝
て
い
る
と
盗
人
が
入
っ
て
き
て
家
の
中
の
物
を
全
て
盗
み
取
り
、
先
祖
の
品
で

あ
る
青
色
の
毛
氈
も
掠
め
よ
う
と
し
た
の
で
﹁
偷
児
、
青
氈
我
家
旧
物
、
可
特
置
之
。﹂
と
言
っ
た
と
あ
る
。﹁
青
氈
﹂
と
は
先
祖
の
遺
物
を
指
す
。
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笑
門
』
を
読
む
（
二
）

九

れ
適た
ま

た
ま
心
を
生
ず
る
二
五
の
み
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
盗
人
が
貧
し
い
家
に
入
り
家
の
中
を
物
色
し
た
が
取
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
。
動
き
回
っ
て
い
る
と
、
主
人
が
目
を
覚
ま
し
て
大
き
な
声

で
叫
ん
だ
。
そ
の
声
を
聞
い
て
隣
人
が
や
っ
て
き
た
。
主
人
が
、﹁
盗
人
が
塀
に
穴
を
開
け
て
来
て
衣
服
を
入
れ
た
篭
や
食
器
類
を
奪
い
、
先
祖
の
遺
物
さ
え

残
し
て
い
か
な
か
っ
た
﹂
と
言
っ
た
。
そ
の
時
、
盗
人
は
ま
だ
戸
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い
た
が
、
そ
の
話
を
聞
い
て
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
飛
び
出
て
﹁
私
は
こ

の
家
に
入
っ
た
が
、
ま
だ
何
一
つ
手
に
し
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
嘘
を
つ
く
の
だ
﹂
と
言
っ
た
。
主
人
は
黙
礼
し
て
一
言
。﹁
ど
う
か
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

出
来
心
で
ご
ざ
い
ま
す
﹂

︻
解
説
︼落
語﹁
出
来
心
﹂と
同
じ
趣
向
で
あ
る
。
そ
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、寛
政
ご
ろ
に
刊
行
さ
れ
た﹃
絵
本
噺
山
科
﹄﹁
し
な
玉
﹂の
よ
う
で
あ
り
、そ
の
後﹃
江

戸
前
噺
鰻
﹄﹁
ぬ
す
人
﹂︵
文
化
五
年
︶、﹃
噺
大
全
﹄﹁
し
な
玉
﹂︵
嘉
永
初
年
頃
刊
︶
な
ど
あ
る
が
、最
後
の
落
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
﹁
つ
い
あ
の
や
う
に
し
た
の
は
、

わ
た
く
し
の
出
来
心
て
ご
ざ
り
ま
す
﹂二
六
、﹁
あ
る
し
の
権
兵
衛
、
ぬ
か
ら
ぬ
か
ほ
て
、
イ
ヤ
モ
、
つ
い
ほ
ん
の
出
来
心
て
ご
ざ
り
ま
す
﹂二
七
で
あ
る
。
確
か
に
、

本
文
で
も
﹁
生
心
﹂
の
左
訓
は
﹁
出
来
心
﹂
の
意
を
表
す
﹁
テ
キ
コ
ヽ
ロ
﹂
で
あ
る
。﹁
生
心
﹂
は
、﹃
左
伝
﹄
に
お
い
て
も
、﹁
悪
し
き
心
を
抱
く
﹂
の
意
と
し
て
、

﹁
戎
之
生
心
、
民
慢
其
政
、
国
之
患
也
。﹂︵﹃
左
伝
﹄
荘
公
二
十
八
年
︶
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

㉛
劔
客

︻
原
文
︼
一
士
牌
于
簷
頭
曰
、
舞
劔
者
某
。
或
書
刺
候
之
、
請
為
之
弟
子
。
士
人
低
聲
曰
、
足
下
勿
多
言
。
吾
固
不
知
舞
劔
、
簷
頭
牌
是
為
謾
盗
耳
。

︻
書
き
下
し
文
︼
一
士
、簷
頭
に
牌
し
て
曰
く
、舞
劔
者
某
、と
。
或
ひ
と
刺
を
書
し
て
之
を
候う
か
がひ
、之
が
弟
子
に
為
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
。
士
人
、低
聲
し
て
曰
く
、

足
下
、
多
言
す
る
勿
れ
。
吾
れ
固も
と

よ
り
舞
劔
を
知
ら
ず
、
簷
頭
の
牌
は
是
れ
盗
を
謾
す
る
為た
め

の
み
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
一
人
の
武
士
が
軒
下
に
﹁
剣
術
指
南
何
某
﹂
の
看
板
を
掛
け
た
。
名
刺
を
書
い
て
︵
こ
の
武
士
を
︶
訪
ね
て
来
て
弟
子
入
り
を
請
う
者
が
い
た
。

二
五　

左
訓
に
﹁
テ
キ
コ
ヽ
ロ
﹂
と
あ
る
。

二
六　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︵https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9892603
︶︵
二
〇
二
二
年
、
三
月
三
日
閲
覧
︶。

二
七　
﹃
噺
本
大
系
第
十
六
巻
﹄
一
八
〇
、一
八
一
頁
。
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一
〇

武
士
は
低
い
声
で
言
っ
た
。﹁
余
計
な
こ
と
は
言
わ
な
い
で
く
れ
。
わ
し
は
本
来
剣
術
な
ど
知
ら
ん
。
軒
下
の
看
板
は
盗
人
を
欺
く
た
め
の
も
の
だ
﹂

︻
解
説
︼﹁
猛
犬
注
意
﹂
な
ど
の
看
板
は
、
窃
盗
犯
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
犬
が
い
る
と
い
な
い
と
に
関
わ
ら
ず
懸
け
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
が
、
本
話
の
﹁
舞

劔
者
某
﹂
の
看
板
も
同
様
の
効
果
を
期
待
し
て
懸
け
た
も
の
。
次
の
小
咄
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
。

○
諸
流
劔
術
指
南
所
と
、
筆
太
な
か
ん
ば
ん
。
人
物
く
さ
き
侍
来
て
、
何
流
な
り
と
も
、
わ
た
く
し
相
応
の
流
儀
、
御
指
南
下
さ
れ
。
御
門
弟
に
成
り
ま
し
た

い
と
の
口
上
。
其
元
様
ハ
表
の
看
板
を
見
て
、
お
出
で
ご
ざ
り
ま
す
か　

左
様
で
ご
さ
り
ま
す　

ハ
テ
、
埓
も
な
い
。
あ
れ
ハ
ぬ
す
人
の
用
心
で
ご
ざ
り
ま
す
。

︵﹃
鹿
の
子
餅
﹄﹁
劔
術
指
南
所
﹂、
明
和
九
年
二
八
︶

㉜
酒
店

︻
原
文
︼
臘
月
晦
、
酒
家
大
售
、
當
應
接
無
暇
之
時
、
二
童
忽
不
居
。
主
人
狼
狽
躬
當
爐
。
須
臾
一
童
反
至
。
主
人
云
、
歳
月
唯
今
夕
何
暇
閑
遊
。
答
云
、
自

今
旦
奔
走
満
身
汚
垢
適
入
浴
耳
。
主
人
云
、
愚
豎
不
識
時
洮
靧
則
已
。
一
童
亦
至
。
主
人
復
罵
之
。
童
曰
上
厠
。
主
人
云
、
愚
豎
不
識
時
放
屁
則
已
。

︻
書
き
下
し
文
︼
臘
月
晦
、
酒
家
大
い
に
售う

る
。
應
接
に
暇
無
き
の
時
に
當あ

た
り
て
、
二
童
忽
ち
居
ら
ず
。
主
人
狼
狽
し
て
躬み
ず
から
爐
に
當
た
る
。
須
臾
に
し
て

一
童
反か
へ

り
至
る
。
主
人
云
ふ
、
歳
月
唯
だ
今
夕
の
み
。
何
の
暇
あ
り
て
閑
遊
す
る
や
、
と
。
答
へ
て
云
ふ
、
今
旦
自よ

り
奔
走
し
て
満
身
汚
垢
二
九
な
れ
ば
適た
ま

た

ま
入
浴
す
る
の
み
、
と
。
主
人
云
ふ
、
愚
豎
、
時
を
識
ら
ず
、
洮
靧
三
〇
せ
ば
則
ち
已
ま
ん
、
と
。
一
童
も
亦
た
至
る
。
主
人
復
た
之
を
罵
し
る
。
童
曰
く
、

厠
に
上
れ
り
、
と
。
主
人
云
ふ
、
愚
豎
、
時
を
識し

ら
ず
、
放
屁
せ
ば
則
ち
已
む
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
師
走
の
つ
ご
も
り
、
酒
場
は
大
変
な
刈
り
入
れ
時
。
客
の
相
手
に
追
わ
れ
て
暇
も
な
い
の
に
二
人
の
丁
稚
が
急
に
い
な
く
な
っ
た
。
主
人
は
あ

わ
て
て
自
ら
接
客
に
当
た
っ
た
。ま
も
な
く
一
人
の
丁
稚
が
返
っ
て
き
た
。主
人
が
、﹁
今
年
は
今
夜
一
晩
だ
け
だ
。ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
暇
な
ど
な
い
﹂と
い
う
と
、﹁
今

朝
か
ら
走
り
回
っ
て
身
体
じ
ゅ
う
垢
だ
ら
け
、
い
ま
風
呂
を
浴
び
て
き
た
だ
け
で
す
﹂
と
返
し
た
。
主
人
は
﹁
バ
カ
な
小
僧
だ
。
時
と
い
う
も
の
を
心
得
て
い

二
八　
﹃
噺
本
大
系
第
九
巻
﹄
七
頁
。

二
九　

左
訓
に
﹁
ア
カ
ツ
ク
﹂
と
あ
る
。

三
〇　

左
訓
に
﹁
カ
ホ
ア
ラ
ウ
﹂
と
あ
る
。
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笑
門
』
を
読
む
（
二
）

一
一

な
い
。
顔
を
洗
う
だ
け
で
い
い
も
の
を
﹂と
言
っ
た
。
も
う
一
人
の
丁
稚
も
戻
っ
て
き
た
。
主
人
は
ま
た
叱
っ
た
。
す
る
と
小
僧
は
、﹁
厠
に
行
っ
て
い
ま
し
た
﹂

と
言
っ
た
。
主
人
は
言
っ
た
。﹁
バ
カ
な
小
僧
だ
。
時
と
い
う
も
の
を
心
得
て
い
な
い
。
屁
を
す
れ
ば
い
い
だ
け
だ
﹂

︻
解
説
︼﹁
當
鑪
﹂
は
酒
場
で
接
客
す
る
こ
と
を
い
う
。﹃
史
記
﹄﹁
司
馬
相
如
列
傳
﹂
に
﹁
相
如
與
俱
之
臨
邛
、
盡
賣
其
車
騎
、
買
一
酒
舍
酤
酒
、
而
令
文
君
當

鑪
。﹂
と
あ
り
、
相
如
が
酒
場
を
構
え
て
、
卓
文
君
に
接
客
を
さ
せ
る
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
類
話
は
未
見
。

㉝
恭
奴

︻
原
文
︼
有
一
奴
過
恭
敬
。
主
人
戒
之
曰
、
凡
對
人
恭
稱
其
主
反
為
不
恭
。
奴
云
、
唯
。
異
日
有
賓
奴
召
其
主
曰
、
嗟
來
食
。

︻
書
き
下
し
文
︼
一
奴
の
恭
敬
に
過
ぐ
る
有
り
。
主
人
之こ
れ

を
戒
め
て
曰
く
、﹁
凡
そ
人
に
對
し
て
其
の
主
を
恭
し
く
稱
す
る
は
反
っ
て
不
恭
と
為
す
﹂
と
。
奴
云

ふ
、﹁
唯
﹂
と
。
異
日
、
賓
有
る
と
き
、
奴
、
其
の
主
を
召
し
て
曰
く
、﹁
嗟あ
あ

、
來
り
て
食く

へ
﹂
と
。

︻
現
代
語
訳
︼度
を
越
し
て
他
人
に
恭
し
い
下
僕
が
い
た
。
主
人
が
そ
れ
を
い
さ
め
て﹁
他
人
に
自
ら
の
主
人
を
敬
っ
て
言
う
の
は
反
っ
て
不
遜
で
あ
る
﹂と
言
っ

た
。
下
僕
は
、﹁
は
い
﹂
と
答
え
た
。
他
日
、
客
が
来
た
と
き
、
下
僕
は
、
主
人
を
呼
ん
で
言
っ
た
。﹁
お
い
、
来
て
食
え
﹂

︻
解
説
︼
武
藤
禎
夫
氏
の
﹃
江
戸
小
咄
類
話
事
典
﹄三
一
で
は
、
笑
い
の
内
容
を
十
種
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
て
い
る
が
、﹁
そ
の
１　

愚
か
ば
な
し
﹂
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
様
々
な
事
に
つ
い
て
無
知
な
こ
と
が
引
き
起
こ
す
笑
い
で
あ
る
。
本
話
は
、
そ
の
う
ち
の
﹁
言
葉
知
ら
ず
﹂
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

笑
い
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
類
話
は
未
見
。

㉞
儒
者

︻
原
文
︼
嫖
客
誘
儒
者
云
、
與
先
生
遊
于
章
臺
。
儒
者
悦
曰
、
不
佞
為
請
業
者
所
驅
使
、
未
嘗
踏
花
柳
地
、
幸
頼
足
下
之
惠
一
時
養
洪
然
之
氣
。
遂
着
禮
服
而
行
。

嫖
客
見
哂
之
。
儒
者
云
、
足
下
願
勿
哂
。
苟
為
伉
儷
之
儀
、
如
之
何
不
着
禮
服
。

三
一　

武
藤
禎
夫
編
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
。
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一
二

︻
書
き
下
し
文
︼
嫖
客
、
儒
者
を
誘
ひ
て
云
ふ
、
先
生
と
章
臺
に
遊
ば
ん
、
と
。
儒
者
悦よ
ろ
こん
で
曰
く
、
不ふ
ね
い佞
、
業
を
請
ふ
三
二
者
の
為
に
驅
使
せ
ら
れ
て
未
だ
嘗

て
花
柳
の
地
を
踏
ま
ず
、
幸
ひ
に
足
下
の
惠
に
頼
り
て
、
一
時
洪
然
の
氣
を
養
は
ん
、
と
。
遂
に
禮
服
を
着
て
行
く
。
嫖
客
見
て
之
を
哂
ふ
。
儒
者
云
ふ
、
足

下
願
く
は
哂わ
ら

ふ
こ
と
勿
れ
。
苟
い
や
し
くも
伉
儷
の
儀
を
為
す
、
之
を
如い
か
ん何
ぞ
禮
服
を
着
け
ざ
ら
ん
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
妓
女
が
儒
者
を
﹁
廓
で
遊
び
ま
し
ょ
う
﹂
と
誘
っ
た
。
儒
者
は
喜
ん
で
﹁
小
生
、
学
問
を
教
え
る
こ
と
に
忙
し
く
、
こ
れ
ま
で
廓
に
参
っ
た
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
運
良
く
あ
な
た
様
の
お
情
け
を
得
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
頼
り
に
し
ば
し
洪
然
の
気
を
養
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
﹂
と
言
っ
た
。

そ
こ
で
、
礼
服
を
着
て
廓
に
行
っ
た
。
妓
女
は
そ
れ
を
見
て
あ
ざ
け
る
と
、
儒
者
は
言
っ
た
。﹁
お
笑
い
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
か
り
そ
め
に
も
夫
婦
の

誓
い
を
交
わ
す
わ
け
で
す
か
ら
、
礼
服
を
つ
け
る
の
は
当
然
で
し
ょ
う
﹂

︻
解
説
︼
儒
者
の
四
角
四
面
な
さ
ま
を
笑
う
一
話
で
あ
る
。
当
時
、
漢
文
を
学
ぶ
者
な
ら
み
な
知
っ
て
い
た
﹁
浩
然
之
気
﹂︵﹃
孟
子
﹄﹁
公
孫
丑
﹂︶
一
語
を
借

用
し
た
も
の
。﹁
浩
﹂
が
﹁
洪
﹂
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
音
か
つ
近
似
意
、
近
似
形
の
た
め
に
誤
っ
た
も
の
か
。

﹃
江
戸
小
咄
辞
典
﹄
に
、
初
会
に
﹁
床
入
れ
﹂
を
誘
わ
れ
て
も
﹁
わ
れ
ら
、
こ
れ
が
勝
手
で
ご
ざ
る
﹂
と
い
い
、
正
座
し
て
堅
く
な
っ
て
い
る
﹁
わ
ろ
︵
男
︶﹂

の
話
が
見
え
る
三
三
。

㉟
醉
夫

︻
原
文
︼
酒
客
大
酔
、
枕
藉
乎
舟
中
。
其
友
援
乗
之
籃
轝
。
轝
夫
走
走
堕
三
四
之
地
。
酒
客
駭
遽
以
為
落
水
。
即
拍
三
五
泳
於
地
上
。

三
二　
﹃
礼
記
﹄﹁
曲
礼
上
﹂
に
﹁
請
業
則
起
、
請
益
則
起
﹂
と
あ
る
。﹁
請
業
﹂
は
、
学
業
を
請
う
こ
と
を
い
う
。

三
三　
﹃
江
戸
小
咄
辞
典
﹄︵
武
藤
禎
夫
編
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
五
︶
二
二
九
頁
で
は
、
こ
の
類
話
の
出
典
を
﹃
今
歳
笑
﹄
と
す
る
が
、﹃
噺
本
大
系
第
十
一
巻
﹄︵
一
六
二
頁
︶

所
収
の
﹃
今
歳
笑
﹄
に
は
﹁
女
郎
買
﹂
と
題
す
る
一
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
本
話
の
類
話
で
は
な
い
。
こ
の
﹃
今
歳
笑
﹄
の
他
に
別
本
の
﹃
今
歳
笑
﹄
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

三
四　

原
文
は
﹁
随
﹂
と
あ
る
が
、
文
意
か
ら
﹁
堕
﹂
に
改
め
る
。

三
五　

左
訓
に
﹁
オ
ヨ
ク
﹂
と
あ
る
。
そ
こ
で
、﹁
柏
﹂
と
あ
る
が
﹁
拍
﹂
に
改
め
る
。
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一
三

︻
書
き
下
し
文
︼
酒
客
大
い
に
酔
ひ
て
舟
中
に
枕
藉
す
。
其
の
友
援た
す

け
て
之
を
籃
轝
に
乗
ら
し
む
。
轝
夫
三
六
走
走
し
て
之
を
地
に
堕お

と
す
。
酒
客
駭
遽
し
て
以お
も

為へ

ら
く
水
に
落
つ
、
と
。
即
ち
地
上
に
拍
泳
す
。

︻
現
代
語
訳
︼
客
が
舟
の
中
で
酔
っ
て
重
な
り
合
っ
て
眠
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
友
人
が
酔
っ
た
客
を
駕
籠
に
乗
せ
た
。
駕
籠
か
き
は
駕
籠
を
か
き
な
が

ら
そ
の
酔
っ
た
客
を
地
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
客
は
驚
い
て
、
水
に
落
ち
た
と
思
い
、
地
上
を
泳
い
だ
。

︻
解
説
︼
酔
客
の
勘
違
い
話
で
あ
る
。﹁
酒
客
大
酔
。
枕
藉
乎
舟
﹂
の
表
現
は
、
蘇
軾
﹃
前
赤
壁
赋
﹄
に
見
え
る
﹁
相
與
枕
籍
9

9

乎
舟
中
9

9

、
不
知
東
方
之
既
白
﹂
の

影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。﹁
枕
籍
﹂
は
重
な
り
合
っ
て
眠
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
、﹁
拍
泳
﹂
に
つ
い
て
は
、﹃
世
説
新
語
﹄
任
誕
に
﹁
一
手
持
酒
杯
、

拍
浮
9

9

酒
池
中
︰
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
話
に
お
い
て
も
﹁
手
を
パ
タ
パ
タ
し
な
が
ら
お
よ
ぐ
﹂
の
意
と
解
す
。
類
話
は
未
見
。

㊱
執
箒

︻
原
文
︼
有
長
談
客
。
主
人
常
厭
之
。
嘗
語
其
僕
云
、
客
久
坐
迕
立
箒
則
起
去
。
汝
蓋
為
之
。
僕
曰
、
謹
受
教
。
即
日
其
客
又
來
。
僕
持
箒
臨
席
云
、
家
公
當

何
處
立
之
。

︻
書
き
下
し
文
︼
長
談
す
る
客
有
り
。
主
人
、常
に
之
を
厭
ふ
。
嘗
て
其
の
僕
に
語
り
て
云
ふ
、客
久
し
く
坐
す
る
と
き
箒
を
迕ご
り
つ立
三
七
す
れ
ば
則
ち
起
ち
て
去
る
。

汝
、
蓋な
ん

ぞ
之
を
為
さ
ざ
る
や
、
と
。
僕
曰
く
、
謹
し
ん
で
教
へ
を
受
く
、
と
。
即
日
、
其
の
客
又
來
た
り
。
僕
、
箒
を
持
し
て
席
に
臨
ん
で
云
ふ
、
家
公
當ま
さ

に

何
處
に
之
を
立
つ
べ
き
や
。

︻
現
代
語
訳
︼
長
居
す
る
客
が
い
た
。
主
人
が
、
い
つ
も
こ
の
客
を
嫌
っ
て
い
た
。
以
前
、
下
男
に
﹁
客
が
長
居
し
た
ら
箒
を
逆
さ
ま
に
立
て
れ
ば
立
ち
上
が
っ

て
帰
る
は
ず
だ
。お
前
は
何
で
そ
れ
を
し
な
い
の
か
﹂と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。下
僕
は
、﹁
お
教
え
承
り
ま
し
た
﹂と
答
え
た
。そ
の
日
の
う
ち
に
、そ
の
客
が
や
っ

て
き
た
。
下
男
は
、
箒
を
手
に
し
て
客
が
い
る
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
言
っ
た
。﹁
旦
那
様
、
こ
れ
を
ど
こ
に
立
て
ま
し
ょ
う
か
﹂

三
六　

左
訓
に
﹁
カ
コ
カ
キ
﹂
と
あ
る
。

三
七　
﹁
迕
﹂
の
左
訓
に
﹁
サ
カ
シ
マ
﹂
と
あ
る
。
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︻
解
説
︼
江
戸
時
代
に
は
、
箒
を
逆
さ
に
立
て
て
長
居
の
客
を
帰
す
呪
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
箒
の
立
て
方
か
ら
生
ま
れ
た
笑
い
話
も
少
な
く
な
い
。
そ

の
多
く
は
、
立
て
る
場
所
を
間
違
っ
た
り
立
て
方
を
誤
っ
た
り
し
た
た
め
に
、
客
で
は
な
く
そ
の
供
の
者
に
効
果
が
出
て
、
客
は
相
変
わ
ら
ず
長
居
の
ま
ま
、

と
い
う
も
の
。﹃
江
戸
小
咄
辞
典
﹄
三
六
九
頁
﹁
箒
﹂
の
項
に
詳
し
い
。
次
の
類
話
は
、
立
て
方
を
誤
っ
て
逆
さ
に
し
た
た
め
に
、
家
来
が
帰
る
と
い
う
も
の
。

○
な
が
咄
す
る
客
来
る
。
亭
主
う
る
さ
く
思
ひ
、
で
つ
ち
に
、
は
う
き
立
よ
と
云
付
る
。
て
つ
ち
う
な
つ
き
、
か
つ
手
へ
行
、
箒
立
ん
と
す
る
に
、
客
の
草
履

取
か
見
て
居
る
故
、立
る
所
な
し
。
詮
方
な
く
て
脊
戸
へ
出
見
れ
は
、竹
箒
有
。
こ
れ
幸
と
、さ
か
さ
に
立
、内
へ
入
ハ
、　

客
今
ば
ん
ハ
何
も
用
事
も
こ
さ
ら
ぬ
。

ゆ
る
り
と
御
咄
う
け
給
り
ま
せ
ふ
。
ま
づ
家
来
を
ば
帰
し
ま
せ
ふ
。︵﹃
再
成
餅
﹄﹁
た
け
箒
﹂
安
永
二
年
三
八
︶

本
話
の
モ
チ
ー
フ
は
﹁
長
居
の
客
と
呪
い
の
箒
﹂
で
あ
る
が
、
客
の
前
で
口
に
す
べ
き
で
は
な
い
の
に
、﹁︵
箒
を
︶
ど
こ
に
立
て
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
﹂

と
尋
ね
る
愚
か
話
で
あ
る
。

㊲
麁
劔

︻
原
文
︼
好
色
夫
衣
服
盡
風
流
之
撰
、
而
所
帯
之
劔
甚
廉
矣
。
其
友
曰
美
服
而
廉
劔
、
一
何
遼
落
。
對
云
、
夫
劔
素
非
婦
人
所
属
目
之
物
也
。

︻
書
き
下
し
文
︼
好
色
夫
、
衣
服
は
風
流
の
撰
を
盡つ
く

し
、
而
る
に
帯
び
る
所
の
劔
は
甚
だ
廉
な
り
。
其
の
友
曰
く
、
美
服
に
し
て
廉
劔
、
一
に
何
ぞ
遼
落
た
り
、

と
。
對こ
た

へ
て
云
ふ
、
夫
れ
劔
は
素も
と

婦
人
の
目
を
属
す
る
所
の
物
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
あ
る
好
色
漢
、
衣
服
は
風
流
こ
の
上
な
い
が
、
腰
に
帯
び
た
刀
は
大
変
お
粗
末
だ
っ
た
。
そ
の
友
人
が
﹁
立
派
な
着
物
に
粗
末
な
刀
、
い
っ
た

い
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
隔
た
り
が
あ
る
の
で
す
か
﹂
と
言
っ
た
。
す
る
と
答
え
て
一
言
。﹁
本
来
、
刀
は
女
の
目
を
引
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
﹂

︻
解
説
︼
見
栄
っ
張
り
の
武
士
を
笑
う
小
咄
も
少
な
く
な
い
。
次
の
小
咄
は
、
紙
子
の
羽
織
︵
紙
子
羽
織
︶
に
赤
く
錆
び
た
な
ま
く
ら
な
刀
︵
赤
鰯
︶
を
身
に

着
け
た
見
栄
を
張
る
武
士
の
姿
が
落
ち
と
な
る
。

〇
浪
人
、
か
ミ
こ
は
お
り
に
赤
鰯
を
一
本
き
め
て
あ
る
く
。
跡
か
ら
、
も
し
〳
〵
、
お
わ
き
ざ
し
に
そ
り
が
打
て
ご
ざ
り
ま
す
。
浪
人
、
今
の
風
で
さ
。︵﹃
春

三
八　
﹃
噺
本
大
系
第
九
巻
﹄
二
四
五
頁
。
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一
五

笑
一
刻
﹄﹁
風
﹂
安
永
七
年
︶三
九

﹁
遼
落
﹂
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
語
で
あ
る
が
、﹃
文
選
﹄
巻
三
十
八
︵
任
昉
︶﹁
為
范
尚
書
譲
吏
部
封
侯
第
一
表
﹂
に
﹁
在
魏
則
毛
玠
公
方
、居
晋
則
山
涛
識
量
、

以
臣
况
之
、
一
何
遼
落
9

9

。﹂
と
見
え
、
そ
の
李
周
翰
の
注
に
﹁
毛
玠
、
魏
尚
書
、
典
選
與
用
公
方
清
正
之
士
。 

山
涛
、
晋
吏
部
尚
書
、
亦
取
正
直
之
人
。
以
我

比
二
賢
、
一
何
遼
落
9

9

而
不
相
及
也
。﹂
と
あ
る
。﹁
差
が
甚
だ
大
き
い
こ
と
﹂
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

㊳
冨
翁

︻
原
文
︼
冨
翁
有
子
三
人
已
長
。
一
夕
皆
不
在
家
。
父
翁
大
怒
、
次
早
需
之
。
長
子
先
帰
至
。
詰
之
曰
昨
宿
何
處
。
對
云
到
叔
父
家
而
日
晩
故
寄
宿
。
父
翁
叱

曰
狂
子
勿
欺
。
何
叔
父
家
之
逼
矣
。
仲
子
次
至
。
亦
詰
之
。
對
曰
宿
師
家
受
經
。
叱
曰
狂
子
勿
欺
。
何
師
家
之
逼
矣
。
季
子
後
至
。
詰
之
曰
、
遊
宿
於
妓
家
。

叱
云
狂
子
勿
欺
。
何
妓
家
之
遊
矣
。

︻
書
き
下
し
文
︼冨
翁
に
子
三
人
已
に
長
ず
る
有
り
。一
夕
皆
家
に
在
ら
ず
。父
翁
大
い
に
怒
り
て
、次
早
、之
を
需ま

つ
。長
子
先
ず
帰
り
至
る
。之
を
詰
し
て
曰
く
、

昨き
の
ふ

何
處
に
宿
る
、
と
。
對
へ
て
云
ふ
、
叔
父
の
家
に
到
り
て
、
日
晩く

れ
、
故
に
寄
宿
す
、
と
。
父
翁
叱
し
て
曰
く
、
狂
子
欺
く
こ
と
勿な
か

れ
。
何
ぞ
叔
父
の
家

に
か
之こ
れ

逼
せ
ん
、
と
。
仲
子
次
に
至
る
。
亦ま

た
之
に
詰
す
。
對
へ
て
曰
く
、
師
家
に
宿
し
て
經
を
受
く
、
と
。
叱
し
て
曰
く
、
狂
子
欺
く
こ
と
勿
れ
。
何
ぞ
師

家
に
か
之こ
れ

逼
せ
ん
、
と
。
季
子
後
れ
て
至
る
。
之
を
詰
す
。
曰
く
、
妓
家
に
遊
宿
せ
り
、
と
。
叱
し
て
云
ふ
、
狂
子
、
欺
く
こ
と
勿
れ
。
何
ぞ
妓
家
に
か
之こ
れ

遊

ば
ん
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼
三
人
の
成
人
し
た
息
子
を
持
つ
長
者
が
い
た
。
あ
る
夜
、
三
人
と
も
家
に
い
な
か
っ
た
。
父
︵
長
者
︶
は
非
常
に
憤
り
、
次
の
朝
、
息
子
た
ち

が
帰
る
の
を
待
っ
た
。
長
男
が
ま
ず
帰
っ
て
き
た
。
長
男
を
﹁
昨
夜
は
ど
こ
に
泊
ま
っ
た
﹂
と
問
い
詰
め
た
。
長
男
は
、﹁
叔
父
の
家
に
行
っ
た
が
、
日
が
暮

れ
た
の
で
泊
ま
っ
た
﹂
と
答
え
た
。
父
は
怒
鳴
っ
て
﹁
バ
カ
者
が
。
嘘
を
つ
く
な
。
ど
う
し
て
叔
父
の
家
に
泊
ま
っ
た
な
ど
と
い
う
の
か
﹂
と
言
っ
た
。
真
ん

中
の
息
子
が
帰
っ
て
き
た
。
こ
の
息
子
を
問
い
詰
め
る
と
、
息
子
は
﹁
先
生
の
家
に
泊
ま
っ
て
学
問
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
﹂
と
答
え
た
の
で
、

三
九　
﹃
噺
本
大
系
第
十
一
巻
﹄
一
三
五
頁
。
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父
は
、﹁
バ
カ
者
が
。
嘘
を
つ
く
な
。
ど
う
し
て
先
生
の
家
に
泊
ま
っ
た
な
ど
と
い
う
の
か
﹂
と
怒
鳴
っ
た
。
末
っ
子
が
最
後
に
来
た
。
問
い
詰
め
る
と
、﹁
女

郎
宿
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
﹂
と
の
返
答
。
父
は
怒
っ
て
言
っ
た
。﹁
バ
カ
者
が
。
嘘
を
つ
く
な
。
ど
う
し
て
女
郎
宿
に
泊
ま
っ
た
な
ど
と
い
う
の
か
﹂

︻
解
説
︼
人
は
憤
っ
て
𠮟
っ
た
こ
と
に
対
し
て
偽
り
の
言
訳
を
さ
れ
る
と
、
そ
の
憤
り
は
一
層
燃
え
上
が
る
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
二
人
に
同
様
な
言
訳

を
さ
れ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
三
回
目
と
な
る
と
、
往
々
に
し
て
相
手
が
言
訳
を
す
る
前
に
ま
た
前
者
と
同
様
の
嘘
を
つ
く
は
ず
と
の
先
入
観
に
と
ら
わ
れ

て
し
ま
う
。
本
話
は
そ
の
よ
う
な
人
間
心
理
に
基
づ
い
た
笑
い
で
あ
る
。
類
話
と
し
て
落
語
﹁
三
人
兄
弟
﹂
が
あ
る
が
、そ
れ
以
前
に
、明
和
九
年
の
﹃
楽
牽
頭
﹄

に
も
類
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
三
番
目
が
朝
帰
り
に
嘘
の
理
由
を
言
っ
て
叱
ら
れ
、
次
男
も
同
様
に
嘘
を
言
っ
て
叱
ら
れ
る
。
長
男
は
開
き
直
っ
て
本
当
の
こ

と
を
言
う
が
、
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
父
は
、﹁
ま
た
嘘
だ
﹂
と
、
憤
る
と
い
う
も
の
。
他
に
類
話
と
し
て
﹃
独
楽
新
話
﹄﹁
朝
帰
り
﹂︵
天
明
八
年
頃
︶四
〇

が
あ
る
。
次
に
﹃
楽
牽
頭
﹄﹁
三
人
兄
弟
﹂
を
示
す
。

○
兄
弟
三
人
な
か
ら
夜
あ
そ
ひ
に
出
、
母
、
親
父
の
き
び
し
き
を
い
と
ひ
、
ど
ら
ど
も
が
は
や
く
帰
れ
ば
よ
ひ
に
。
親
父
ど
の
が
又
お
こ
ら
し
や
ろ
う
と
あ
ん

ず
る
所
へ
、
弟
が
帰
る
。　

お
の
し
ハ
ど
こ
へ
行
た
。
謡
講
に
参
り
ま
し
た
。　

な
に
、
謡
で
ハ
お
じ
や
る
ま
い
。
又
二
男
、
の
ろ
り
と
戻
る
。　

コ
レ
、
も

ふ
何
時
だ
と
お
も
や
る
。
九
ツ
を
う
ち
ま
し
た
ハ
。　

ハ
イ
。
け
ん
く
わ
の
中
へ
は
い
り
ま
し
て
、
手
間
を
取
り
ま
し
た
と
、
あ
ち
ら
向
て
舌
を
出
す
。
何
、

け
ん
く
わ
で
ハ
お
じ
や
る
ま
い
。
又
そ
ふ
れ
う
の
甚
六
戻
ル
。
母
、
目
を
む
き
た
し
、
お
の
れ
が
身
持
が
わ
る
ひ
か
ら
、
弟
が
ま
ね
を
す
る
。
今
迄
と
こ
に
居

や
つ
た
。
も
ふ
親
父
ど
の
に
知
れ
て
も
、
そ
せ
う
ハ
せ
ぬ
。　

御
尤
て
御
座
り
ま
す
が
、
友
達
の
つ
き
合
で
、
唯
今
迄
吉
原
に
お
り
ま
し
た　

ハ
テ
ナ
、
そ
ふ

で
ハ
お
じ
や
る
ま
い
。︵﹃
楽
牽
頭
﹄﹁
三
人
兄
弟
﹂四
一
︶

四
〇　
﹃
噺
本
大
系
第
十
二
巻
﹄
一
三
九
頁
。

四
一　
﹃
噺
本
大
系
第
九
巻
﹄
三
九
頁
。
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『
笑
門
』
を
読
む
（
二
）

一
七

三
、『
笑
門
』
に
お
け
る
笑
い
の
特
質

以
上
、﹃
笑
門
﹄
全
三
十
八
話
に
つ
い
て
訳
読
と
解
説
を
行
っ
た
。
小
稿
を
終
え
る
に
当
た
り
、﹃
笑
門
﹄
全
体
の
特
徴
と
文
化
史
的
背
景
に
つ
い
て
私
見
を

述
べ
た
い
。

前
稿
﹁﹃
笑
門
﹄
を
読
む
︵
一
︶﹂
で
示
し
た
よ
う
に
、
武
藤
禎
夫
氏
は
、﹁
漢
文
体
小
咄
本
に
つ
い
て
﹂ 

に
お
い
て
、
具
体
的
作
品
に
は
触
れ
な
い
も
の
の
、

﹁
一
読
し
て
上
乗
の
内
容
に
驚
い
た
。
第
一
に
行
文
が
小
咄
に
ふ
さ
わ
し
く
簡
潔
で
あ
り
、
既
成
の
笑
話
本
に
依
拠
し
た
話
の
ほ
か
に
、
独
特
の
新
作
も
十
数

話
見
ら
れ
た
。﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
言
及
し
た
い
。﹁
既
成
の
笑
話
本
に
依
拠
し
た
話
﹂
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
個
々

の
解
説
で
も
指
摘
し
た
が
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
全
三
十
八
話
の
う
ち
、
二
十
二
話
に
お
い
て
類
話
の
存
在
を
確
認
し
た
。
そ
の
う
ち
、
全
十
六
話
に
つ
い
て

は
、
小
咄
本
隆
盛
期
の
明
和
・
安
永
期
の
作
品
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
咄
で
、
そ
れ
よ
り
や
や
早
い
享
保
、
寛
延
に
あ
る
三
話
を
加
え
れ
ば
、
全
十
九
話
が

江
戸
中
期
の
小
咄
に
そ
の
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
類
話
と
い
う
点
で
は
、
小
咄
の
み
な
ら
ず
落
語
に
も
類
話
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
三
十
話
﹁
誣
盗
︵
泥
棒
を
欺
く
︶﹂、
第
三
十
八
話
﹁
冨
翁
﹂
が
そ
れ
で
あ
る
。
両
話
は
と
も
に
、
繰
り
返
し
の
対
話
に
よ
っ
て
展
開
す
る
も
の
で
、
今

日
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
第
三
十
話
は
落
語
﹁
出
来
心
﹂、
第
三
十
八
話
は
落
語
﹁
三
人
兄
弟
﹂
の
類
話
で
あ
る
。
本
書
が
編
ま
れ
た
寛
政
年
間
は
、

寄
席
も
人
気
を
博
し
た
時
期
で
あ
る
。
本
書
の
特
徴
を
形
作
っ
た
文
化
的
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
寄
席
の
興
行
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

武
藤
氏
が
指
摘
す
る
﹁
独
特
の
新
作
﹂
に
つ
い
て
は
、
新
作
と
い
う
点
で
首
肯
で
き
る
。
全
十
六
話
に
は
今
の
と
こ
ろ
類
話
を
見
い
だ
せ
ず
創
作
の
可
能
性

が
高
い
。
そ
の
創
作
に
際
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
特
色
の
一
つ
は
、
中
国
古
典
を
さ
り
げ
な
く
入
れ
込
ん
で
一
話
を
作
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
七
話
﹁
求

冨
﹂
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
屋
根
に
上
っ
て
星
を
と
ろ
う
と
す
る
小
咄
﹁
星
取
り
竿
﹂
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
笑
話
で
は
あ
る
が
、
天
を
と
る
理
由
を
﹃
論
語
﹄

の
一
句
﹁
富
貴
在
天
﹂
を
挿
入
し
た
一
句
で
切
り
返
す
一
話
で
あ
る
。
ま
た
、
第
十
四
話
は
、
和
尚
と
檀
家
の
や
り
取
り
の
中
で
女
性
を
寺
内
に
囲
っ
て
い
る

こ
と
が
露
呈
す
る
一
話
で
あ
る
が
、
何
か
隠
し
て
い
な
い
か
と
い
う
檀
家
の
問
い
に
、﹃
論
語
﹄
の
﹁
吾
無
隠
乎
爾
︵
私
に
隠
し
て
い
る
も
の
は
な
い
︶﹂
の
一

句
を
さ
り
げ
な
く
入
れ
込
ん
だ
笑
話
で
あ
る
。﹁
吾
無
隠
乎
爾
﹂
は
、﹃
論
語
﹄
に
お
い
て
は
、﹁
学
問
の
奥
義
を
隠
し
た
り
し
な
い
﹂
と
い
う
孔
子
の
教
育
姿
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勢
を
示
す
こ
と
ば
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
話
で
は
﹁
女
性
な
ど
隠
し
て
い
な
い
﹂
と
い
う
意
で
あ
り
、
そ
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
落
差
が
笑
い
を
生
み
出

し
て
い
る
。
初
期
の
漢
文
笑
話
集
は
、﹁
四
書
五
経
﹂
の
語
句
を
﹁
落
ち
﹂
に
用
い
る
こ
と
が
型
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
往
々
に
し
て
そ
の
語
句
を
使
お
う
と

の
意
識
が
先
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、﹃
笑
門
﹄
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
先
に
あ
り
、
そ
の
中
で
、
偶
々
ふ
さ
わ
し
い
古
典
の
語
句
を
さ
り
げ
な
く
用
い

る
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
個
々
の
解
説
中
で
も
述
べ
た
が
、
基
づ
い
た
小
咄
に
は
小
気
味
よ
い
会
話
の
応
酬
や
心
情
表
現
が
あ
っ
た
が
、﹃
笑
門
﹄
に
お
い
て
は
そ
れ

が
十
分
に
漢
訳
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
は
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、
第
二
十
一
話
﹁
債
者
﹂
の
掛
け
取
り
と
女
郎
の
問
答
で
あ
る
。
基
づ
い
た
小
咄
で
は
返

せ
返
せ
ぬ
と
の
三
度
の
押
し
問
答
が
、
本
話
で
は
一
度
で
終
止
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
十
話
﹁
饗
筍
﹂
で
あ
る
。
笋
を
盗
ん
だ
の
は
﹁
取
り
立
て

の
筍
を
採
っ
て
客
を
喜
ば
せ
た
か
っ
た
の
だ
﹂
と
い
う
小
咄
に
あ
っ
た
主
人
の
思
い
が
漢
文
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
仮
に
原
作
に
あ
る
や
り
取
り
の
妙

や
行
為
の
裏
に
あ
る
心
情
が
十
分
に
漢
訳
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
笑
い
の
質
も
更
に
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
小
咄
の
円
熟
に
比
べ
て
、

本
笑
話
集
に
お
け
る
翻
訳
さ
れ
た
笑
話
に
お
い
て
は
、
人
間
心
情
の
機
微
を
十
分
に
表
現
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
側
面
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

さ
て
、
前
稿
に
お
い
て
、
本
書
の
作
者
は
、
朱
子
学
を
学
ん
だ
文
人
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
が
、
中
国
の
古
典
の
う
ち
経
書
等
の
語
句
の
使
用
か
ら
も
そ
の

こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、﹃
孟
子
﹄︵
第
四
話
、
第
三
十
四
話
︶、﹃
論
語
﹄︵
第
五
話
、
第
七
話
、
第
十
四
話
︶、﹃
書
経
﹄︵
第
八
話
︶
が
用

い
ら
れ
、
同
時
に
、
詩
文
の
一
句
が
、
蘇
軾
﹁
前
赤
壁
赋
﹂︵
第
三
十
五
話
︶
や
﹃
文
選
﹄
所
収
の
任
昉
﹁
為
范
尚
書
譲
吏
部
封
侯
第
一
表
﹂︵
第
三
十
七
話
︶

か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。﹁
前
赤
壁
赋
﹂
は
、
当
時
、
作
文
の
教
科
書
と
し
て
よ
く
読
ま
れ
た
﹃
文
章
軌
範
﹄
や
﹃
古
文
真
宝
﹄
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、

漢
文
の
手
習
い
と
し
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
作
品
で
あ
る
。﹃
文
選
﹄
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
慶
安
年
間
に
訓
点
を
つ
け
て
翻
刻
さ
れ
た
﹃
六
臣
註
文
選
﹄

が
販
売
さ
れ
て
い
て
比
較
的
容
易
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
古
典
語
句
使
用
の
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。

つ
い
で
、
本
書
の
特
徴
を
形
作
る
笑
い
の
型
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
全
体
を
通
じ
て
簡
潔
な
対
話
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
中
で
も
、
理
解

の
食
い
違
い
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
笑
い
が
多
い
。
例
え
ば
第
十
二
話
﹁
新
衣
﹂
で
あ
る
。
夫
が
妻
に
裁
縫
を
頼
ん
だ
が
、
妻
は
逆
さ
ま
に
縫
う
。
あ
き
れ
て

苦
笑
い
す
る
夫
に
、
妻
は
、﹁
あ
な
た
嬉
し
い
の
ね
﹂
と
返
す
。
ま
た
、
第
二
十
二
話
﹁
癡
子
﹂
は
、
息
子
の
﹁
生
計
の
術
﹂
を
心
配
す
る
父
に
、﹁
大
食
い
だ

か
ら
食
っ
て
い
け
る
﹂
と
息
子
は
答
え
る
。
二
話
と
も
に
理
解
の
食
い
違
い
に
起
因
し
た
対
話
を
主
と
す
る
愚
か
話
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
も
本
笑
話
集
に
お
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『
笑
門
』
を
読
む
（
二
）

一
九

い
て
は
類
似
の
型
が
多
い
。
翻
っ
て
行
為
描
写
の
み
の
笑
い
は
、
第
二
十
八
話
﹁
匏
瓜
﹂
と
第
三
十
五
話
﹁
醉
夫
﹂
な
ど
に
限
ら
れ
る
。

ま
た
、
笑
い
の
対
象
で
は
、
他
の
作
品
集
に
よ
っ
て
は
、
武
士
や
和
尚
な
ど
特
定
の
職
業
の
人
や
特
権
を
持
つ
人
々
が
多
い
が
、
本
書
は
極
め
て
多
岐
に
わ

た
り
、
対
象
の
持
つ
限
定
性
は
な
い
。
あ
る
職
業
や
身
分
の
あ
る
人
を
諷
刺
す
る
笑
い
と
い
う
よ
り
は
、
純
粋
に
、
何
が
面
白
い
の
か
と
い
う
点
に
笑
い
の
関

心
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
か
、﹃
笑
堂
福
聚
﹄四
二
に
あ
っ
た
よ
う
な
刺
す
笑
い
は
な
く
、
ま
た
、﹃
訳
準
笑
話
﹄四
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
艶
笑
話
も
な
い
。

漢
文
笑
話
集
﹃
笑
門
﹄
の
出
版
は
、
江
戸
後
期
の
寛
政
年
間
で
あ
っ
た
。
江
戸
中
期
以
降
、
中
国
書
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
﹃
通
俗
三
国
志
﹄﹃
通
俗
西
遊
記
﹄

な
ど
が
出
版
さ
れ
て
、
同
時
に
、﹃
太
平
記
演
義
﹄﹃
忠
臣
庫
﹄
な
ど
が
創
作
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、﹁
四
書
五
経
﹂
や
詩
文
の
雅
な
る
漢
文
世
界

に
加
え
て
、
小
説
や
笑
話
な
ど
俗
な
る
漢
文
世
界
を
同
時
に
受
容
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
藩
校
や
私
塾
の
増
加
に
よ
っ
て
﹁
教
育
爆
発
﹂
の

時
代
四
四
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
漢
文
学
習
者
そ
の
も
の
の
裾
野
の
広
が
り
も
あ
っ
た
。
一
方
、
前
述
の
よ
う
に
、
寛
政
ご
ろ
、
江
戸
で
は
落
語
の
流
行
が

見
ら
れ
た
と
言
わ
れ
、﹁
笑
い
﹂
受
容
の
環
境
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
漢
文
笑
話
を
楽
し
む
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。﹁
笑
門

叙
﹂ 

で
見
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
漢
学
に
あ
り
が
ち
な
型
苦
し
い
学
び
に
あ
っ
て
﹁
當
足
散
却
其
鬱
情
︵
憂
さ
晴
ら
し
︶﹂四
五
の
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
江
戸
後
期
の
﹃
笑
門
﹄
の
出
版
は
、
い
わ
ば
、
学
び
の
層
の
変
化
拡
大
と
笑
い
を
享
受
す
る
時
代
が
も
た
ら
し
た
文
化
事
象
の
一
つ
と
も
い
え
る
。

小
論
は
、
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
︵
ｃ
︶﹁
江
戸
明
治
期
漢
文
笑
話
集
の
訳
読
と
研
究
︱
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
漢
文
笑
話
集
を

四
二　

磯
部
祐
子
﹁﹃
笑
堂
福
聚
﹄
を
読
む
︵
一
︶﹂︵﹃
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
﹄、
二
〇
一
九
・
八
︶、
磯
部
祐
子
﹁﹃
笑
堂
福
聚
﹄
を
読
む
︵
ニ
︶﹂︵﹃
富
山
大
学
人
文

学
部
紀
要
第
七
十
二
号
﹄、
二
〇
二
〇
・
二
︶、
磯
部
祐
子
﹁﹃
笑
堂
福
聚
﹄
を
読
む
︵
三
︶﹂︵﹃
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
第
七
十
三
号
﹄、
二
〇
二
〇
・
八
︶
参
照
。

四
三　

磯
部
祐
子
﹁
從
中
國
笑
話
到
日
本
小
咄
﹂︵﹃
文
匯
学
人
﹄
第
三
〇
八
期
、
二
〇
一
九
年
︶
参
照
。

四
四　

入
江
宏
﹁
概
説
﹂︵﹃
講
座
日
本
教
育
史
﹄
二
、﹁
近
世
Ⅰ
／
近
世
Ⅱ
・
近
代
Ⅰ
﹂︶
二
〇
九
頁
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
四
年
。

四
五　

磯
部
祐
子
﹁﹃
笑
堂
福
聚
﹄
を
読
む
︵
一
︶﹂︵﹃
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
第
七
十
一
﹄、
二
〇
一
九
・
八
︶
二
四
〇
頁
。
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二
〇

中
心
に
ー
﹂︵
研
究
課
題
番
号
１
８
ｋ
０
０
３
１
３
、
代
表
・
磯
部
祐
子
︶
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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